
レオナード 
シャワー・手洗い用サーモスタット 

GUSK-215-JW 型取扱い説明書 
 

■ 概要 

Rada215 サーモスタットミキシングバルブ（日本水道協会認証品）に、ストレーナー、逆

止弁、メンテナンスバルブ並びに温度計をアッセンブルしたユニットで、1 つ又は複数のシ

ャワーや手洗いに安全で快適な適温水を供給するためのサーモスタットミキシングバルブ

です。 

ミキシングバルブ、逆止弁、ストレーナー、保守用ボール弁は全て日本水道協会認証品で

す。 

 

■各部名称 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 仕様 

最大流量(L/min) 27 

最小流量(L/min) 3 

最大静止時圧力(MPa) 1.0 

最大使用差圧(MPa) 0.2 

最小使用差圧(MPa) 0.01 

給水/給湯圧力比 1：1(等圧) 

最適温調範囲(℃) 30～50 

最高給湯温度(℃) 85 

最低給水温度(℃) 1 

出湯温度と給湯、給水

各々の必要温度差(℃) 
12℃以上 

7 ユニオン付エルボ 

6 ユニオン 

5 保守用ボール弁(日本水道協会認証品) 

4 温度計 

3 ストレーナー  (日本水道協会認証品) 

2 逆止弁        (日本水道協会認証品) 

1 ミキシングバルブ(日本水道協会認証品) 

符号 名    称 

 

混合水出口 1/2” 



 

 

■流量 

流量表を参照下さい｡(流量表は給湯圧力､給水圧力が等しく､混合水温度が給湯温度と給水

温度の中間程度で出口開放時(背圧ゼロ)における出湯量です) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 安全についてのご注意 

本製品は精密に設計されていますので、安全で優れた機能を維持するために次の点

をお守り下さい。 

1. メーカーの薦める設置、運転並びにメンテナンスを行って戴くこと。 

2. 製品の機能を維持するために、定期的に点検を行って戴くこと。 

 

サーモスタットの機能は安全な温度で温水を供給することにあります。 

他の機械類と同様、サーモスタットは故障を起こさないものであると考えることは

できませんし、メンテや管理を全く必要としないものであると考えることもできま

せん。 

サーモスタットはメーカーの推奨する範囲内で設置され、使用され、メンテされる

ならば、危険は全くなくならないにしても、最小限に抑えることができます。 

 

 

   注意：ご使用に際しては、出湯温度を確認してからご使用下さい。 

 

■ 注意事項 

! 

差圧＝圧力損失(MPa) 



・取付けに際しては、逆止弁のキャップが上を向くように設置して下さい。 

・１日の使用時間は１～6 時間程度を標準使用時間としています。 

・水道水又は飲料に可能な井戸水をご使用下さい。温泉水はご使用になれません。 

・給湯、給水圧力は同圧でご使用下さい。 

・出湯温度と給湯、給水との各温度差が 12℃以下になると温調特性が降下し始め

ますので、少なくとも 20℃あることが望まれます。 

 

■ 使用方法 

・給湯,給水が所定の圧力、温度で供給されているか確認して下さい。 

・ユニットの給水,給湯の元バルブ（ボールバルブ）を開いて下さい。 

・温水使用箇所で温水を使用されると、ミキシングバルブで調温された温水が製造

され、適温水が吐出します。 

・温水（混合水）温度を上げるときにはミキシングバルブの温調ノブを反時計方向

（左回し）に、下げるときは時計方向（右回し）に回してください。 

温水出口の温度計を見ながら行って下さい。 

 

■ メンテナンス 

●概要 

Rada215 サーモスタットミキシングバルブは、温調ノブを除いてすべての機能部

品がカートリッジに組み込まれています。カートリッジはサービスフリーですの

で、分解してメンテナンスを行うことはできません。従ってメンテナンスとして

は必要な時にカートリッジを新しいものと交換していただくことになります。主

要部品がすべてカートリッジに組み込まれているため、メンテナンスの必要性は

非常に少なくなり、常時必要なのは温度チェック、性能チェックだけです。 

 

カートリッジの寿命は、適正な使用条件で正しくご使用いただけるならば最低 5

年として設計されています。 

●メンテナンスの手順―カートリッジ 

交換は次の方法で行って下さい。 

1. 保守用ボールバルブを閉じて、ミキシングバルブに対する給湯、給水を止め

て下さい。次に出口側を開いてミキシングバルブの残留水を出し、圧力を抜

いて下さい。 

2. 3mm の六角レンチを使って温調ノブ固定ビスを外し、温調ノブアッセンブリ

―を外して下さい。 

3. クリップをそのままにしておいて、ヘッドナットを 35mm のスパナで外して



 

 

下さい。カートリッジとリングがボデーから外れます。（図 1） 

リングを外し、カートリッジをボデーから引き抜いて下さい。 

4. カートリッジのスロット部分に適切な工具(マイナスドライバー等)をあてが

ってカートリッジをバルブボデーから浮かせ、抜き取って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5．ミキシングバルブボデー内部の表面をきれいに清掃して下さい。スケール等

の付着があればきれいな水で充分にすすぎ取って下さい。 

6. 給湯入口、給水入口をチェックし、給湯入口にカートリッジのツメの赤が来

るようにカートリッジを注意深くバルブボデーに押し込んで下さい。 

その際、2 つの入口"O"リングが所定の場所にあるかどうか、又カートリッジ

のツメがボデーの切り欠きに入っているかどうかを確認して下さい。（図 2） 

 

 

 

 

7. ヘッド ナ

ット を

絞めて下さい。（締めすぎに注意！） 

8. 給湯、給水入口のボールバルブを開き、漏れのないことを確認して下さい。 

漏れがある場合は、再度給湯、給水を止め、カートリッジを抜き、各シール

を確認して下さい。 

9. 温度指示リングをカチッと音がするまで強く押し込んで取付けて下さい。 

10. 必要な最高出湯温度が得られるまでスピンドルを回して下さい。（時計方向

で出湯温度が下がり、反時計方向で出湯温度が上がります。） 

11. 必要な最高出湯温度が得られましたら、カートリッジの表のでっぱりの正面

図 2 

図 1 

 



から見て右側の面にハブのツメがあたってそれ以上左に回らない位置でハブ

をスピンドルに差し込んで下さい。（図 3 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 

 

12. 温調ノブのインジケーターがリングの赤マークの左側に来るように温調ノブ

をハブに差し込み、取り付けて下さい。 

13 必要な温度になるように温調ノブを調整し、使用を開始して下さい。 

 

 

 

●メンテナンスの手順―逆止弁 

逆止弁のシートに異物が付着したり、シートが破損した場合逆止弁は正常に働か

なくなり、逆流を起こしてしまいます。 

ミキシングバルブの給水入口の逆止弁の入口側が熱かったり、逆に給湯入口の逆

止弁の入口側が冷たかったりする場合は逆流していると考えられます。 

その場合は逆止弁のメンテが必要です。 

メンテは下記の方法で行って下さい。 

1. 給湯、給水の元バルブ（ボールバルブ）を閉じて下さい。 

2. 逆止弁の頭の部分（キャップ）を外し、中の弁体（ケレップ）を取出し、シ

ート面をチェックして下さい。又、ケレップの当り面（テフロン製）もチェッ

クして下さい。各々付着物が付いていれば清掃して下さい。 

3. 逆止弁のシート面にキズが入っていたら、逆止弁を交換することが必要です。 

又、ケレップのテフロン面が損傷している場合はテフロンシートを交換するこ

とが必要です。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テフロンシート 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


